
⑸  2007年（平成19年）11月25日（日曜日） 昭和22年5月12日第三種郵便物認可　　　　（日刊）大　崎　タ　イ　ム　ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

◎
本　

所

・
佐
々
木　

盛
夫　
　
　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

・
大
崎
農
業
共
済
組
合

　

組
合
長  

三
浦  

恒
一  

三
〇
、
〇
〇
〇
円

◎
古
川
支
所

・
大
崎
市
古
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
教
養
講

　

座
カ
ラ
オ
ケ
教
室（
月
・
木
）合
同
発
表
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
、
四
四
八
円

・
菅
原　
　

亮　
　
　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

・
山
路　

利
雄　
　
　
　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

・
大
崎
市
古
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
教
養
講

　

座
茶
道
教
室
一
同　
　

二
一
、
八
〇
〇
円

・
大
崎
市
古
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
教
養
講

　

座
茶
道
教
室
（
茶
道
教
室
抹
茶
サ
ー
ビ
ス

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
）　
　
　

三
五
、
七
七
五
円

・
大
崎
市
古
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
教
養
講

　

座
運
営
委
員
会　
　
　

八
五
、
五
五
五
円

・
大
崎
市
古
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
教
養
講

　

座
手
芸
教
室
一
同　
　

二
六
、
五
四
〇
円

・
福
原　

俊
悦　
　
　
　

五
〇
、
〇
〇
〇
円

・
高
橋　

か
つ
子　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

・
佐
々
木　

照
子　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

◎
松
山
支
所

・
松
緑
神
道
大
和
山
宮
城
教
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

◎
鹿
島
台
支
所

・
浅
野
目　

清
子　
　
　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

・
宮
城
県
鹿
島
台
商
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　

片
倉　

正
幸　

三
八
、
二
四
三
円

◎
岩
出
山
支
所

・
匿　

名　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

・
昭
和
12
年
度
岩
出
山
町
尋
常
高
等
小
学
校

　

卆
業
丑
寅
会　

代
表　

野
村　

喜
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
、
〇
〇
〇
円

◎
鳴
子
支
所

・
鳴
子
中
学
校
三
年
選
択
国
語
学
習
者
一
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
、
六
一
四
円

◎
田
尻
支
所

わたしたちは福祉活動を応援しています

新
井　

聖
子
様

昭
和
12
年
度
岩
出
山
町
尋
常

高
等
小
学
校
卆
業
丑
寅
会

代
表　

野
村　

喜
太
郎
様

菅
原　

亮
様

・
佐
々
木　

正
彦　
　
　
　

五
、
四
六
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

◎
古
川
支
所

・
高
橋　

ち
づ
…
書
道
用
掛
け
軸（
半
紙
装
）

・
佐
々
木　

尚
子

　

…
…
…
…
…
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
一
〇
〇
枚

・（
故
）黒
澤　

富
枝
…
…
…
タ
オ
ル
五
十
枚

・
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
大
崎
女
性
の
会
一
同

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
タ
オ
ル
二
〇
〇
枚

・
ホ
ン
ダ
オ
ー
ト
販
売
㈱

　

代
表
取
締
役　

佐
藤　

光
彦

　

車
輌
（
中
古
）
…
…
…
…
…
…
…
…
一
台

◎
松
山
支
所

・
宮
城
県
松
山
高
等
学
校
自
然
科
学
部

　

…
ろ
う
そ
く
工
芸
（
ろ
う
そ
く
再
利
用
）
三
十
ヶ

・
佐
々
木　

榮
一
（
石
巻
市
）

　

…
…
…
…
…
…
折
り
た
た
み
ベ
ッ
ド
一
台

・
新
井　

聖
子
…
車
イ
ス
二
台
、
子
供
用
ス

　

リ
ッ
パ
三
組
、
ス
ロ
ー
プ
一
組
、
木
琴
二
組
、

　

輪
投
一
組
、
卓
球
ラ
ケ
ッ
ト
二
本
、
玩
具
二
組

◎
鹿
島
台
支
所

・
髙
橋　

孝
子
…
…
…
…
…
座
布
団
十
六
枚

・
匿　

名
…
…
…
…
…
…
タ
オ
ル
九
十
八
枚

・
匿　

名
…
…
…
…
…
介
護
用
品
一
二
八
点

・
遠
藤　

節
代
…
…
…
…
…
タ
オ
ル
二
十
枚

・
浅
野
目　

清
子

　

…
…
サ
ン
ス
ベ
リ
ア
（
観
葉
植
物
）
二
鉢

◎
岩
出
山
支
所

・
大
沼　

義
春
…
…
…
…
タ
オ
ル
一
〇
〇
枚

◎
鳴
子
支
所

・
鳴
子
地
区
大
尺
集
落
協
定

　

代
表　

鈴
木　
義
雄
…
糯
米（
30
㎏
）一
袋

◎
敬
風
園

・
伊
藤　

は
る
よ
…
…
…
…
雑
巾
六
十
五
枚

・
匿　

名
…
バ
ス
タ
オ
ル
十
三
枚
、
フ
ェ
イ

　

ス
タ
オ
ル
一
三
二
枚

・
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
大
崎
女
性
の
会
一
同

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
タ
オ
ル
一
六
三
枚

・
佐
　々

松
子
…
…
…
…
…
お
手
玉
五
十
ヶ

　

あ
た
た
か
い
善
意
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

  

社
会
福
祉
寄
附
者
ご
芳
名

　

平
成
19
年
11
月
14
日
㈬
、

大
崎
市
民
会
館
を
会
場
に

「
平
成
19
年
度
大
崎
市
社
会

福
祉
協
議
会
表
彰
式
」「
第

35
回
大
崎
市
古
川
シ
ル
バ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
地
域
福
祉
の

推
進
役
と
し
て
の
役
割
を
担

う
当
会
事
業
の
一
環
と
し

て
、
本
会
の
発
展
に
功
績
の

あ
っ
た
方
々
や
市
民
皆
様
か

ら
の
心
温
ま
る
善
意
、
そ
し

て
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
福

祉
活
動
の
推
進
に
尽
力
い
た

だ
い
た
方
々
に
対
し
て
の
感

謝
の
意
を
表
す
表
彰
式
典
と

し
、
第
二
部
は
、
各
種
関
係

機
関
団
体
の
御
協
力
の
も

と
、
高
齢
者
の
方
々
を
ご
招

待
し
て
の
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
〈
敬
称
略
・
順
不
同
〉

◆
表
彰
状
贈
呈
者

【
古
川
支
所
】

　

・
阿　

部　

順　

子

　

・
相　

澤　

美
津
子

【
松
山
支
所
】

　

・
松
緑
神
道
大
和
山
宮
城

　
　

教
区

　

・
結
い
の
会

　

・
松
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友

　
　

の
会

【
三
本
木
支
所
】

　

・
加　

藤　
　
　

公

　

・
伊　

東　

千　

吉

　

・
鴇　

田　

信　

治

　

・
小　

高　

秀　

悦

【
鹿
島
台
支
所
】

　

・
達　

久　

恭　

次

　

・
三　

浦　

良　

男

　

・
高　

橋　

清　

一

　

・
小
茄
子
川　
　

武

　

・
横　

山　

源　

治

　

・
渡　

辺　

優
一
郎

　

・
角　

田　
　
　

守

　

◆
寄
附
金

　

◆
物
品
寄
附

【
岩
出
山
支
所
】

　

・
齋　

藤　

き
よ
子

　

・
加　

藤　

志
美
江

　

・
氏　

家　
　
　

覚

　

・
今　

野　

よ
り
子

　

・
加　

藤　

麗　

子

　

・
千　

葉　

よ
し
子

◆
感
謝
状
贈
呈
者

【
本　
　

所
】

　

・
森　

谷　

尚　

生

　

・
佐
々
木　

盛　

夫

　

・
菅　

股　

彰　

信

　

・
遠　

藤　

金　

也

　

・
中　

鉢　
　
　

昇

　

・
㈲
柏
工
芸
代
表
取
締
役

　
　

佐
々
木
英
明

　

・
㈱
大
崎
タ
イ
ム
ス
社

　
　

代
表
取
締
役
伊
藤
卓
二

　

・
㈲
佐
藤
モ
ー
タ
ー
ス

　
　

代
表
取
締
役
佐
藤
悦
郎

　

・
㈶
郵
政
福
祉

　
　

会
長　

上
田
誠
也

【
古
川
支
所
】

　

・
大　

場　

ま
き
子

　

・
伊　

藤　

た
み
子

　

・
西　

川　
　
　

秀

　

・
北　

川　

よ
し
美

　

・
菅　

原　
　
　

亮

　

・
門　

間　

三　

郎

　

・
渋　

谷　

千
代
子

　

・
豊　

島　
　
　

哲

　

・
紺　

野　

利　

美

　

・
武　

田　

陽　

子

　

・
後　

藤　

明　

義

　

・
平　

沢　

勇　

喜

　

・
小
泉
商
事
㈱

　

・
坂
本
京
染
店

　

・
古
川
民
謡
愛
好
会

　
　

桃
岡
会

　

・
志
田
剣
友
会

　
　

代
表　

福
原
八
郎

　

・
和
光
流
香
鈴
会

　
　

家
元　

和
光
訓
穂

　

・
古
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ

　
　

ー
教
養
講
座　

運
営
委

　
　

員
会

　

・
古
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ

　
　

ー
教
養
講
座
茶
道
教
室

　
　

一
同

　

・
日
本
現
代
舞
踊
錦
流
宗

　
　

家　

宗
師　

熊
谷
旭
英

　

・
㈱
古
川
美
装
社　

代
表

　
　

取
締
役　

狩
野
壽
一

　

・
ホ
ン
ダ
オ
ー
ト
販
売
㈱

　
　

代
表
取
締
役
佐
藤
光
彦

　

・
宮
城
県
美
容
業
生
活
衛

　
　

生
同
業
組
合

　

・
洋
菓
子
店
シ
ャ
ル
マ
ン

　
　

柴
谷
光
子

【
松
山
支
所
】

　

・
大
崎
市
松
山
婦
人
会

　

・
松
山
食
生
活
改
善
推
進

　
　

員
会

　

・
彩
の
会

　

・
裏
千
家
茶
道
愛
好
会

　

・
ヘ
ル
プ
ふ
れ
愛
グ
ル
ー

　
　

プ
協
議
会
松
山
支
部

　
　
（
ポ
ピ
ー
の
会
）

【
三
本
木
支
所
】

　

・
藤　

井　

政　

秋

【
鹿
島
台
支
所
】

　

・
門　

間　

亮　

一

　

・
沢
流
一
座

　
　

代
表　

砂
沢
清
吾

　

・
㈱
コ
ス
モ
ス　

代
表
取

　
　

締
役　

遠
藤
純
一

【
岩
出
山
支
所
】

　

・
鈴　

木　

一　

男

　

・
後　

藤　

一　

男

　

・
大　

沼　

洪　

悦

　

・
千
葉
恵
美
子
音
楽
教
室

　

・
荒
谷
久
弥
・
荒
谷
昭
子

　

・
花　

山　

太　

悦

　

・
大　

栗　

ナ
チ
ヨ

　

・
白　

井　
　
　

晧

　

・
齋　

藤　

雪　

子

　

・
柿　

沼　

毅　

男

　

・
藤　

原　

光　

男

　

・
笠　

森　

俊　

一

　

・
二
階
堂　

孝　

則

　

・
髙　

橋　
　
　

幾

　

・
岩
出
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

友
の
会

　

・
岩
出
山
地
区
老
人
ク
ラ

　
　

ブ
女
性
部

　

・
大
沼
洪
悦
氏
旭
日
単
光

　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、「
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う
あ
っ

た
か
い
地
域
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
共
同
募
金
運
動
の
一

環
と
し
て
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
生
・
児
童
委
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
機
関
・
団
体
の
協
力
の
も
と
、

新
た
な
新
年
を
迎
え
る
時
期
に
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち

が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、
住
民
の
参

加
や
理
解
を
得
て
様
々
な
福
祉
活
動
を
重
点
的
に
展
開
す
る
も

の
で
す
。

　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
期
間
は
12
月
1
日
か
ら
の
1
ヶ

月
間
で
、
大
崎
市
で
は
、
各
行
政
区
・
町
内
会
及
び
民
生
・
児

童
委
員
会
な
ど
の
協
力
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
募
金
運
動
で
は
、
大
崎
市
全
体
で
千
二
百
六
十
五

万
三
千
五
百
二
十
八
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
寝
た
き
り
や

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
・
在
宅
心
身
障
害
児
・
者
な
ど
の
方
々

へ
の
見
舞
金
を
は
じ
め
、
市
内
の
福
祉
施
設
が
歳
末
の
時
期
に

実
施
す
る
事
業
や
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
事
業
及
び

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
等
へ
の
助
成
を
行
い
、
地
域
福
祉
の
充

実
・
強
化
を
図
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
皆
様
の
「
あ
っ
た
か
い
」
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【連絡先】 社会福祉法人 大崎市社会福祉協議会 総務課人事班 TEL.21-0550

業務内容

採用人員

年齢／性別

待　　  遇

応 募 方 法

職員募集

面談等によりご相談させていただきます。

若干名

不　問

当会給与規程による。

電話連絡の上、履歴書を御持参ください。

介護支援専門員・看護師（准看護師含む）・介護福祉士・ホー
ムヘルパー２級以上の有資格者の方を募集いたします。
また、資格のない方もご相談ください。

両手の、親指以外の4本の指をつけて、
手のひらを上向きにして2回寄せます。

みんなの
手話教室

仕 事・働 く
▲

▲

▲

▲

日清医療食品㈱仙台支店
ヘルスケアフードの明日を考える

〒980-6015
仙台市青葉区中央四丁目6番1号 住友生命仙台中央ビル15階
TEL 022-221-8221（大代表）　FAX 022-221-8225
URL http://www.nifs.co.jp

IT機器を核に、
新しい時代を提案します。

TEL  022-232-4491
http://www.totsug.co.jp

代表取締役社長　佐 藤　守 英

東京通信機株式会社

鳴子温泉郷／川渡温泉
2000坪の自然庭園・遊歩道・温泉プール

「脚気川渡」 名湯　真癒の湯
ま ゆ

〒989-6711 宮城県大崎市鳴子温泉字川渡84
TEL0229-84-7412　FAX0229-84-7671

予約専用フリーダイヤル　0120-22-7412

藤島旅館
代表取締役 千  葉  信  男

■本　社　大崎市岩出山南沢字二ツ壇12-1
TEL 0229（72）2828
FAX 0229（72）2318

■営業所　仙台・福島/出張所　山　形　　 

安全と信頼を創る
防災設備の設計・施工・保守管理

「おおさき福祉のページ」では、有料広
告の掲載をいたします。事業主の皆様
の事業ＰＲの媒体として、是非ご活用く
ださい。なお、広告における収入は、広
報紙のより一層の充実に活用させて
いただきます。

【お問い合わせ】
社会福祉法人 大崎市社会福祉協議会

総務課　ＴＥＬ 0229－21－0550
ＦＡＸ 0229－24－1158

掲載いたします。広 告

平
成
19
年

10
月
20
日
〜
11
月
16
日
受
付
分

大
崎
市
社
協
表
彰
式

シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
35
回
大
崎
市
古
川

同時開催

平成19年度

おおさき福祉のページおおさき福祉のページ 編集製作／社会福祉法人 大崎市社会福祉協議会

製作協力／株式会社大崎タイムス社

〒989-6154 宮城県大崎市古川三日町二丁目５－１
　　　　　　 大崎市古川保健福祉プラザ（fプラザ）内
TEL 0229（21）0550　FAX 0229（24）1158

vol.3

　
　

章
受
章
祝
賀
会
実
行
委

　
　

員
会

　

・
森
氏
叙
勲
受
章
祝
賀
会

　
　

実
行
委
員
会

　

・
㈱
池
月
道
の
駅　

代
表

　
　

取
締
役　

佐
藤
仁
一

　

・
六
の
国
農
業
共
済
組
合

　
　

組
合
長
理
事　

高
橋
寛

【
鳴
子
支
所
】

　

・
鈴　

木　

義　

雄

　

・
戸　

津　

正　

男

　

・
髙　

橋　

尚　

男

　

・
加　

藤　

景　

一

　

・
一　

寸　

亭

　

・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
あ
ら
お

　
　

代
表　

及
川
龍
治

【
田
尻
支
所
】

　

・
佐
々
木　

藤　

男

　

・
佐
々
木　

い
わ
子

　

・
石　

川　

吉　

信

　

・
吉　

田　

瑞　

宗

　

・
鈴　

木　

信　

正

　

・
松
ヶ
根　

文　

三

　

・
澤　

口　

孝　

喜

　

・
酒　

井　

キ
ヨ
エ

【
敬
風
園
】

　

・
齋　

藤　

智　

江

　

・
松　

田　

誠　

之

　

・
㈶
東
北
地
方
特
定
郵
便

　
　

局
長
協
会
大
崎
部
会

みんなの手話教室 元気ですか?

▲

▲

▲

▲

両手でこぶしを作り、2回下げる。
このとき、まゆを上げ、やや首を
かしげ、たずねる表情をします。

ポイント 応援するような表情をしながらすると、
「がんばって!」の意味にもなります。

　

昨
今
の
労
働
市
場
は
、
団
塊
の
世
代
の

大
量
退
職
、
少
子
化
の
影
響
等
か
ら
労
働

力
の
人
口
減
少
が
著
し
い
。
さ
ら
に
は
、

近
年
の
景
気
回
復
に
伴
い
有
効
求
人
倍
率

が
１
・
０
倍
を
超
え
る
な
ど
、
人
材
不
足

が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。
福
祉
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
分
野
に
あ
っ
て
も
、
以
前
の
よ

う
に
介
護
職
募
集
に
対
す
る
旺
盛
な
応
募

現
象
は
影
を
潜
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
現

状
か
ら
、
当
社
協
と
し
て
は
常
時
、
現
場

介
護
職
員
の
募
集
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の

求
人
、
社
協
の
広
報
活
動
等
を
通
じ
て
行

っ
て
い
る
。
幸
い
、
現
段
階
で
は
事
業
そ

の
も
の
に
支
障
を
き
た
す
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
言
わ

れ
て
い
る
企
業
進
出
へ
の
人
材
流
失
が
懸

念
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
諸
対
策
に
つ
い
て

は
、
策
定
す
る
「
大
崎
市
社
会
福
祉
協
議

会
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
に
、
事
業
経
営

計
画
的
な
も
の
を
織
り
込
む
な
ど
し
て
万

全
を
期
さ
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
諸
情
勢
の
中
、
厚
生
労
働
省

は
本
年
８
月
、「
社
会
福
祉
事
業
に
従
事

す
る
者
の
確
保
を
図
る
た
め
の
措
置
に
関

す
る
基
本
的
な
指
針
」
を
発
表
し
た
。
人

材
確
保
の
方
策
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
労

働
環
境
整
備
の
推
進
を
は
じ
め
、
5
項
目

か
ら
な
る
指
針
を
掲
げ
て
い
る
。
総
じ
て

こ
の
指
針
内
容
は
了
と
す
る
も
、
官
僚
用

語
独
特
の
迂
回
表
現
内
容
が
随
所
に
見
ら

れ
、
よ
り
具
体
的
に
現
場
が
理
解
し
う
る

表
現
で
の
指
針
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
人
材
確
保
の
方
策
の

内
容
で
、
労
働
環
境
の
整
備
で
唱
え
て
い

る
9
項
目
か
ら
な
る
改
善
目
標
の
中
の
給

与
、
介
護
報
酬
は
、
人
材
確
保
に
お
い
て

絶
対
要
件
の
重
要
吟
味
事
項
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
集
中
審
議
し
、
よ
り
具
体
的

指
針
を
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

　

前
述
の
絶
対
要
件
で
あ
る
は
ず
の
内
容

表
現
、
曰
く
、
適
切
な
給
与
水
準
を
確
保

す
る
こ
と
、
給
与
体
系
の
検
討
項
目
で
は

公
務
員
福
祉
職
俸
給
表
（
採
算
性
か
ら
し

て
は
参
考
に
な
ら
な
い
）
を
参
考
と
す
る

こ
と
、
介
護
報
酬
設
定
説
明
で
は
経
営
実

態
・
労
働
実
態
の
把
握
等
を
通
じ
国
民
負

担
の
保
険
水
準
に
留
意
、
こ
れ
ま
た
適
切

水
準
云
々
の
曖
昧
表
現
、
肝
心
な
裏
付
け

と
な
る
負
担
財
源
（
介
護
報
酬
単
価
引
き

上
げ
等
）
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
労
働
人
口
の
減
少

傾
向
が
続
く
中
で
、
平
成
27
年
に
は
団
塊

世
代
全
員
が
高
齢
者
と
な
り
、
平
成
37
年

に
は
高
齢
人
口
割
合
が
３
割
を
超
え
る
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
に
あ
っ
て

も
、
今
後
10
年
間
に
40
万
人
か
ら
60
万
人

の
介
護
職
員
の
確
保
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
今
後
の
福
祉
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
人
材
確
保
は
、
地
域
福
祉
の

展
開
を
図
る
た
め
の
最
重
要
施
策
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。

り
至
難
な
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
当

社
協
と
し
て
は
目
下
、
準
備
を
進
め
て
い

る
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
中
で
将
来

展
望
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
社
協
の
「
地
域
福

祉
活
動
計
画
」
は
、
と
も
す
る
と
地
域
福

祉
と
い
う
耳
障
り
は
い
い
が
焦
点
の
ぼ
け

た
用
語
に
惑
わ
さ
れ
、
上
部
機
関
か
ら
の

指
示
、
あ
る
い
は
補
助
事
業
に
付
随
し
た

計
画
と
な
り
、
地
域
社
会
に
認
知
さ
れ
た

計
画
と
は
い
い
が
た
か
っ
た
。
従
っ
て
今

次
の
計
画
は
、
行
政
計
画
と
の
整
合
性
は

図
る
も
の
の
、
極
力
独
自
性
を
追
求
し
、

地
域
住
民
に
歓
迎
さ
れ
る
計
画
と
し
た
い

考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
従
来
の
社
会
福
祉

事
業
法
に
よ
る
法
規
制
で
は
適
わ
な
か
っ

た
各
種
事
業
の
今
後
に
つ
い
て
は
、
限
り

な
く
事
業
型
社
協
に
相
応
し
い
事
業
の
展

開
を
図
り
、
人
材
確
保
の
項
目
で
も
述
べ

た
と
お
り
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
と
連

動
さ
せ
、
別
立
て
の
「
事
業
経
営
計
画
」

を
樹
立
し
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
に
続
く
）

○
人
材
確
保
が
地
域
福
祉
の
最
重
要
課
題

ま
く
情
勢
は
大
変
厳
し
い
こ
と
を
十
分
認

識
し
、
合
併
間
も
な
い
本
市
社
協
と
し
て

即
展
望
を
明
示
す
る
に
つ
い
て
は
、
か
な

□
独
自
性
あ
る
「
地
域
福
祉
活
動
計

　

画
」
策
定
へ

　

現
下
の
福
祉
、
と
り
わ
け
社
協
を
取
り

○
大
崎
市
社
協
の
現
状
と
今
後
の
展
望

社
会
福
祉

社
会
福
祉
法
人

大
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

常
務
理
事
兼
事
務
局
長

菅
股　

彰
信

3

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

災害ボランティアシンポジウム
開催日時：平成19年12月2日㈰ 13:00～16:00
会　　場：大崎市田尻文化センター（大崎市田尻沼部字富岡166）

■主　催：社会福祉法人 宮城県社会福祉協議会　　■共　催：社会福祉法人 大崎市社会福祉協議会
■内　容：基調報告（13：15～14：00）
　　　　　　　講師　①「被災地における災害ボランティア支援プロジェクト会議の取り組み」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　災害ボランティア活動支援プロジェクト会議　幹事　石井　布紀子 氏
　　　　　　　　　　②「新潟県中越沖地震の現状と支援活動報告」　大崎市社会福祉協議会 岩出山支所　主事　鹿野　渉
　　　　　シンポジウム（14：10～15：55）
　　　　　　　「災害時における要援護者支援を考える」～災害に向けた取り組み・災害時に本当に必要な支援とは～
　　　　　　　コーディネーター：NPO法人みやぎ災害救援ボランティアセンター　　　　　　副会長　伊藤　　信一 氏
　　　　　　　シンポジスト：㈲こらぼネット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 代　表　石井　布紀子 氏
　　　　　　　　　　　　　 民生委員児童委員協議会　　　　　　　　　　　　　　　　 民生委員（依頼調整中）
　　　　　　　　　　　　　 青森県社会福祉協議会　青森県ボランティア・市民活動センター　所　長　鳴海　　孝彦 氏
■お問い合わせ：宮城県社会福祉協議会　みやぎボランティア総合センター　電話／022－222－0010（担当：北川・大和田）
　　　　　　　　大崎市社会福祉協議会　地域福祉課地域福祉班　　　　電話／0229－21－0550（担当：二階堂・久保）

～災害時要援護者の支援について考える～

入場無料

「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」・
・
・
地
域
住
民
及

び
福
祉
関
係
者
・
団
体
な
ど
が
、
地
域
福
祉

推
進
に
主
体
的
に
関
わ
る
た
め
の
具
体
的
な

活
動
の
計
画
の
こ
と
。
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
当
事
者
及
び
関
係
団
体
な
ど
が
参

加
し
、
身
近
な
地
域
社
会
を
基
盤
に
し
て
進

め
る
地
域
福
祉
を
、
ど
の
よ
う
に
推
進
す
る

か
を
社
会
福
祉
協
議
会
が
ま
と
め
る
も
の
。


